
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お
願

い
致

し
ま

す
。

 

    

を
確

認
し

な
が

ら
機

会
を

う
ま

く
つ

か
み

、
対

応
を

考
え

て
い

き
た

い
と

考
え

ま
す

。
ご

協
力

よ
ろ

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

 

防災マッ

と
面

談
の

折
に

は
こ

の
事

に
ふ

れ
て

頂
き

、
神

杉
地

区
住

民
の

思
い

は
み

ん
な

一
つ

だ
と

認
識

い
た

だ
く

こ
と

が
何

よ
り

も
大

事
と

考
え

ま
す

。
今

後
も

状
況

ップで避難路

期
は

十
二

月
十

四
日

の
予

定
で

す
。

そ
の

後
に

つ
い

て
は

、
ど

う
か

地
域

の
皆

さ
ん

方
も

市
当

局
関

係
者

と
面

談
の

折
に

は
こ

の
事

に
ふ

れ
て

頂
き

、
神

杉
地

2020.11

2020.11

路確認 

の
た

め
に

は
、

改
築

促
進

委
員

会
か

ら
、

総
務

常
任

委
員

会
に

て
現

状
説

明
を

行
う

こ
と

を
お

願
い

し
、

そ
の

機
会

を
与

え
て

頂
く

こ
と

に
な

り
ま

し
た

。
時

家
良

和
 
三

次
市

議
会

議
長

、
翌

十
一

月
十

八
日

に
保

実
 

治
議

員
 

1.17 

1.18 

避難は声
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今

後
の

方
向

性
と

し
て

は
、
総

務
常

任
委

員
会

( 八

名
) 全

員
が

改
築

の
必

要
性

を
ご

理
解

い
た

だ
き

一

枚
岩

に
な

る
よ

う
し

っ
か

り
協

議
を

し
て

頂
く

。
そ

 
神

杉
地

区
拠

点
整

備
事

業
の

最
終

要
望

と
し

て
神

杉
コ

ミ
ュ

ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

の
建

替
え

を
過

去
四

回
に

わ
た

り
市

長
に

要
望

し

て
お

り
ま

す
。

今
回

は
、

陳
情

書
と

し
て

、
十

一
月

十
七

日
に

新

家
良

和
三

次
市

議
会

議
長

、
翌

十
一

月
十

八
日

に
保

実
 

治
議

員

声がけ＆助け

俊
と

有
田

事
務

局
長

に
よ

り
両

者
に

面
談

の
上

、
早

期
改

築
の

実
現

を
強

く
依

頼
致

し
ま

し
た

。
 

 
今

後
の

方
向

性
と

し
て

は
、
総

務
常

任
委

員
会

( 八

市
議
会
議
長
・
議
会
総
務
委
員
長
あ
て
に
 

 
神

杉
地

区
拠

点
整

備
事

業
の

最
終

要
望

と
し

て
神

杉
コ

ミ
ュ

ニ

けあい

 
 

同
席

の
も

と
大

森
俊

和
 
総

務
常

任
委

員
会

委
員

長

に
提

出
し

ま
し

た
。

提
出

者
は

、
神

杉
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
改

築
促

進
委

員
会

 
委

員
長

 
有

田
雅
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森
俊

和
総

務
常

任
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員
会
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まずは準備

ずン&お菓

みんなビンゴカ

 
ご

参
加

い
た

だ
い

た
皆

様
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

 
今

年
も

残
り

二
〇

日
余

り
と

な
り

ま
し

た
。

今
ま

で
同

様
、

コ
ロ

ナ
対

策
を

継
続

し
元

気
で

新
し

い
「

丑
年

」
を

迎
え

ま
し

ょ
う

。
 

ずは準備体操で始ま

お菓子をお土産

みんなビンゴカードとにらめっ

い
合

い
、

叉
、

最
後

に
は

全
員

に
「

パ
ン

・
お

菓
子

・
ジ

ュ
ー

ス
」

を
お

み
や

げ
に

散
会

し
ま

し
た

。
 

 
ご

参
加

い
た

だ
い

た
皆

様
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。

操で始まりです 

をお土産に散会 

ードとにらめっこ 

た
。

ま
た

二
本

松
牧

場
さ

ん
の

ご
厚

意
で

仔
牛

へ
の

「
エ

サ
や

り
」

も
体

験
で

き
、

仔
牛

た
ち

は
少

し
緊

張
し

た
様

子
で

、
一

歩
下

が
っ

た
と

こ
ろ

か
ら

い
た

だ
い

て
い

ま
し

た
。

「
ビ

ン
ゴ

ゲ
ー

ム
」

で
は

六
五

賞
品

を
競

最初の種

濃霧の中

本松を目

 
 

開
会

行
事

に
続

き
ス

ポ
ー

ツ
振

興
部

会
の

進
行

に
よ

り
四

地
区

対
抗

の

「
輪

投
げ

」
「

ゲ
ー

ト
ボ

ー
ル

」
に

一
喜

一
憂

し
前

半
を

終
え

た
。

 

 
休

憩
時

に
は

ア
ル

ミ
包

み
の

ア
ツ

ア
ツ

の
「

や
き

い
も

」
を

ほ
お

張
っ

た
。

ま
た

二
本

松
牧

場
さ

ん
の

ご
厚

意
で

仔
牛

へ
の

「
エ

サ
や

り
」

も
体

- ２ - 

最初の種目の輪投げ

濃霧の中ゴミ袋片手

本松を目指しました

 

 

ー
牛

た
ち

は
微
動

も
せ
ず

牧
草

を
食

し
て

い
ま

し
た

が
、

十
時
頃

に
は
秋

晴
れ

に
恵

ま
れ
笑
顔

あ
ふ

れ
る
久

し
ぶ

り
の

行
事

と
な

っ
た

。
 

 
開

会
行

事
に

続
き

ス
ポ

ー
ツ

振
興

部
会

の
進

行
に

よ
り

四
地

区
対

抗
の

の輪投げ競争 

ミ袋片手に二

しました 

 

棄
物

を
回
収

し
な

が
ら

二
本

松
子

ど
も
広

場
に
約

四
十
分

余
り

要
し

全
班

約
百

名
が
到
着

し
た

。
 

 
当

日
朝

は
濃
霧
注

意
報

が
発
令

さ
れ

た
中

、
二

本
松

牧
場

の
ジ
ャ

ー
ジ

変則ゲート

焼き芋で

仔牛のエサやり体験もできま

 
本

年
も
①

辻
塚
自

治
会
館
②

備
北
設

備
資
材
置

き
場
③

神
杉
自

治
会
館

の
三
箇
所

を
八

時
半

に
出
発
約
２
キ

ロ
～
３
キ

ロ
の
間

を
道
端

の
ゴ

ミ
廃

棄
物

を
回
収

し
な

が
ら

二
本

松
子

ど
も
広

場
に
約

四
十
分

余
り

要
し

全
班

ゲートボーラー

き芋でひと息 

エサやり体験もできま

会
議

・
地

区
社

会
福
祉

協
議

会
・
公
衆
衛
生
推

進
協

議
会

・
二

十
二

区
自

治
会

の
皆

さ
ん

の
ご

協
力

の
下

、
久
々

の
自

治
連

行
事

と
し

て
マ

ス
ク
着

用
等

コ
ロ

ナ
感
染
防
止

に
配
慮

し
た
集

い
を

開
催

し
た

。
 

登場 

エサやり体験もできました 

 
十

一
月

十
五

日
( 日

) 恒
例

の
『

歩
こ

う
会
・
運
動

の
つ

ど
い
』
を

神
杉

地

区
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会

・
ス

ポ
ー

ツ
振

興
部

会
・
青

少
年
育
成

神
杉
町

民

会
議

・
地

区
社

会
福
祉

協
議

会
・
公
衆
衛
生
推

進
協

議
会

・
二

十
二

区
自



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

三次市には

神杉地域の

民の皆様は

 

合同

よくあるお

Ｑ自治会

住民自治組
治会です。
で、自治活
域の暮らし
現します。
ミュニケー
お互いに助

基準日

世帯数

加入世帯

加入率 (%

自

次市には１９の住

杉地域の住民自治

の皆様は世帯で加

合同大運動会 

くあるお問合せ 

自治会はなぜ必要

民自治組織の様々
会です。これに多く
、自治活動が更に活
の暮らしを豊かに
します。何より大切
ュニケーションを
互いに助け合うこ

基準日 R2 .1

6

入世帯数 4

% ) 7

自治会

９の住民自治組織

民自治組織は、神

帯で加入いただき

こ

なぜ必要なのですか

の様々な活動を支
れに多くの住民が加
が更に活発になり、
豊かにし、住みやす
より大切なのは、隣
ョンを図り災害時
合うことです。 

10 .31 R2

06

51

4 .4

葉

自治会加

治組織があり、そ

は、神杉地区自治

ただき、町づくり

この地域

神

のですか？ 

動を支えるのが自
住民が加入すること
になり、より一層地
住みやすいまちを実
のは、隣近所とのコ
災害時はもとより

.3 .31 H

606

447

73 .8

- ３ - 

葉牡丹

た
だ

き
ま

し
た

。
 

自治会加入の

あり、その連合会と

地区自治会連合会と

町づくりの取り組み

この地域の３大

神杉大田植 

自
すること
り一層地
まちを実
所とのコ

もとより、

Ｑ自

か? 

自治
選で
ので
齢等
役の
下さ

 

31 .3 .31

600

452

75 .3

葉牡丹とお手

お
元

気
で

」
の

お
手
紙

を
添

え
て

三
十
戸

を
プ
レ
ゼ

ン

ト
訪
問

、
感
謝

の
言
葉

を
い

会加入のご案

連合会として三次市

連合会として２８の

取り組みに参加され

域の３大行事

 
 

自治会長等の

自治会では、会
選で決められた
ので、お住いの
齢等の理由で役
役の免除も考慮
下さい。 

H 30 .3 .31

601

453

75 .4

丹とお手紙をプ

に
分

か
れ

お
ひ

と
り

住
ま

い
の

お
宅

を
「

い
つ

ま
で

も

お
元

気
で

」
の

お
手
紙

を
添

入のご案内

て三次市自治組織連

て２８の自治会で構

参加されています。

３大行事 

 

ふ

長等の役はどうや

では、会長や副会長
められたり、輪番制
お住いの自治会にお

役を引受ける
除も考慮されますの

1 H 29 .3 .3

594

453

76 .3

参考 三次

手紙をプレゼ

協
力

員
は

七
月

か
ら
学
校

内
で
育

て
た
『
葉
ぼ

た
ん
』

を
四
～

五
名

の
グ

ル
ー
プ

のご案内 

治組織連合会があり

治会で構成されてお

います。 

ふれあい祭り

はどうやって決める

や副会長、会計など
、輪番制のところも
治会にお問合せくだ
引受けることが難し
れますので、自治会

31 H 28 .3

58

45

77

三次市住民自治組織

をプレゼント 

 
神

杉
小
学
校
３

年
生

十

六
名

と
民
生

・
児
童

委
員

・

協
力

員
は

七
月

か
ら
学
校

 

会があります。

されており、住

 

あい祭り 

て決めるのです

会計などの役を互
ところもあります
合せください。高
とが難しい方は、
自治会にご相談

 

3 .31

8

6

.6

自治組織連合会資料 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

良
い

お
年

を
‼

 
智

 
配
布

し
た

。
 

朝
霧

に
包

み
隠

れ
し

神
の

里
 

 
 

 
 

 
 

中
藤

 
博

文
 

う
か

ら
益

々
の

予
防

で

乗
り

切
り

ま
し

ょ
う

。
 

良
い

お
年

を
‼

 
智

 

域
農
道

の
清
掃

と
冬

に
強

い
季
節

の
花
『

パ
ン

ジ
ー
』

を
鉢
植

え
し

、
各
自

治
会

へ

配
布

し
た

。

柿
一

つ
鳥

の
み

や
げ

に
残

し
を

り
 

 
 

 
 

田
原

 
洋

子
 

を
付

け
て

元
気

で
新

年

を
お

迎
え

く
だ

さ
い

。

ま
だ

し
ば

ら
く

は
コ

ロ

ナ
騒

動
は

続
く

で
し

ょ

六
日

( 日
) 会

員
二

十
三

名
が

四
グ

ル
ー
プ

に
分

か
れ

、
広

域
農
道

の
清
掃

と
冬

に
強

立
ち

話
釣

瓶
落

と
し

に
急

か
さ

れ
り

 
 

 
 

広
川

テ
ル

子
 

ぶ
ど

う
酒

を
送

り
て

暮
の

挨
拶

に
 

 
 

 
 

加
藤

 
茂

夫
 

ろ
三

週
間

弱
と

な
り

ま

し
た

。
こ

れ
か

ら
冷

え

込
む

日
が

あ
る

と
思

い

ま
す

が
体

調
管

理
に

気

 
神

杉
地

区
公
衆
衛
生
推

進
協

議
会

 
( 会

長
 
平
岡

末
夫

) で
は
師
走

を
迎

え
た

立
ち

話
釣

瓶
落

と
し

に
急

か
さ

れ
り

 
 

 
 

広
川

テ
ル

子
 

師
走

を
迎

え
何

か
と

慌

た
だ

し
い

日
々

を
お

過

ご
し

の
こ

と
と

思
い

ま

す
。

今
年

も
残

す
と

こ

山
脈
俳

句
会
《

十
一

月
》
 

今
年

も
年

末
一

斉
清

掃
 

実
施
 

 
神

杉
地

区
公
衆
衛
生
推

 

１２
10
13
14
15
16
17
18
19
21
22
24
25
28
29

  
 
１
 1
 4
 5
 6
 7
12
13
16
17
18
19
20
21
22
25
26
28
31

紙
面

を
お

か
り

し
ま

し
て
衷
心

よ
り

厚
く

お

礼
申

し
上

げ
ま

す
。
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編
集

後
記

 
 

１２月 
10 日(木) 広
13 日(日) 神杉地区防災訓

14 日(月) 社
15 日(火) 三
16 日(水) 書
17 日(木) ず
18 日(金) ネ
19 日(土) 銭
21 日(月) 社
22 日(火) 舞
24 日(木) 絵
25 日(金) 生
28 日(月) 社
29 日(火)～3

 
 
１月 
1 日(金)～3
4 日(月) 仕
5 日(火) 三
6 日(水) 書
7 日(木) ず

12 日(火) 三
13 日(水) ず
16 日(土) ま
17 日(日) グ
18 日(月) 社
19 日(火) 三
20 日(水) 書
21 日(木) ず
22 日(金) 生
25 日(月) 社
26 日(火) 三
28 日(木) 大
31 日(日) 囲

八
区

二
 
梶

田
 
清

三
 

様
 

（
亡
妻

 
梶

田
ユ
キ
ヱ

 
様
）

 

１２月

広報紙配布 
神杉地区防災訓

社交ダンス 
三味線 
書道 
ずソコン・俳
ネットワーク
銭太鼓 
社交ダンス 
舞踊・三味線
絵手紙講座 
生花講座 
社交ダンス・
31 日(木) 年

3 日(日) 年

仕事始め ・
三味線講座 
書道講座 
ずソコン講座
三味線・舞踊
ずン教室 
まちづくり講
グランウンド
社交ダンス 
三味線講座 
書道講座 
ずソコン講座
生花講座 
社交ダンス 
三味線・舞踊
大正琴・絵手
囲碁大会 ・

が
寄
せ

ら
れ

ま
し

た
。

 

《
香
典
返

し
》

 

２月・１月

 
神杉地区防災訓練 ・グラウン

 大正琴 

コン・俳句  
トワーク会議・パッ

 ・館内清掃

・三味線講座 
 

・仕事納め 
年末休館 

年始休館 
・社交ダンス
 

コン講座 
線・舞踊講座 

づくり講演会(きり
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